
　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
25
日
（
月
）

～
７
月
１
日
（
日
） 

／
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は

午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１
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ウ
ィ
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ザ
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共
に
働
け
る
社
会
へ
～

　

外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用
・
労
働

条
件
の
確
保
と
、
不
法
就
労
の
防
止
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
に
は

◦
外
国
人
の
就
労
は
、「
出
入
国
管
理
及

び
難
民
認
定
法
」
に
よ
り
就
労
可
能
な

在
留
資
格
を
持
つ
在
留
期
間
内
の
方
に

限
ら
れ
ま
す
。

◦
外
国
人
労
働
者
に
も
労
働
基
準
法
な
ど

の
労
働
関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◦
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
ま
た
は
離
職
の

際
に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
違
法
な
仲
介
業
者
か
ら
外
国
人
を
受
け

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
１
９
３

▼
愛
知
労
働
局
職
業
対
策
課

☎（
０
５
２
）２
１
９
局
５
５
０
８

　

が
ま
ご
お
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、「
働
き
た
い
け
ど
働
け
な

い
」「
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
、
お
悩
み
の
方
や
そ
の
保
護
者
に
対

し
、
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
田
原
市
で
出
張
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
お
悩
み
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
＝
39
歳
以
下
の
無
業
者
ま
た
は
そ

の
保
護
者　

▼
日
時
＝
①
７
月
８
日（
日
）

②
９
月
９
日
（
日
）
③
11
月
11
日
（
日
）

④
平
成
25
年
１
月
13
日
（
日
）
⑤
平
成
25

年
３
月
10
日
（
日
）
／
い
ず
れ
も
午
後
１

時
～
５
時
（
一
組
１
時
間
程
度
／
予
約
優

先
）　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相

談
室　

▼
申
し
込
み
＝
相
談
会
の
前
日
ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
時

間
を
明
記
）　

▼
が
ま
ご
お
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

☎　
（
０
５
３
３
）67
局
３
２
０
１

　

info@
gyss.jp

外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間

の
年
金
を
除
く
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

▪
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
金
額

　

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
か
ら
算
出
さ

れ
た
税
額
が
公
的
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま

す
。
年
金
特
徴
対
象
の
方
に
は
、
市
か
ら

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
（
６
月
中
旬
発
送

予
定
）。
特
別
徴
収
予
定
の
金
額
を
納
税

通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
公
的
年
金
か
ら
の

市
民
税
、
県
民
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
特

徴
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
が
開
始
さ
れ
て
も
年
間
税
額
の
納

付
方
法
が
一
部
変
更
に
な
る
だ
け
で
、
年

間
税
負
担
額
が
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▪
対
象
の
方

　

平
成
23
年
中
に
公
的
年
金
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
、
平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い

て
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

公
的
年
金
か
ら
住
民
税
を

特
別
徴
収（
天
引
き
）し
ま
す

■特別徴収の納付方法例

徴収方法 普通徴収
（自分で納付・口座振替）

特別徴収
（年金から徴収）

納付月 1期（６月） 2期（8月） 10月 12月 2月

税額 年税額の４分の１ 年税額の６分の１

①初めて65歳以上に該当する方（昭和21年4月3日～昭和22年4月2日生まれ）

②特別徴収2年目以降の方

徴収方法 特別徴収
（仮徴収）

特別徴収
（本徴収）

納付月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額 前年度2月と同額 年税額から仮徴収分を
差し引いた額の3分の1

出
張
就
労
相
談
会
を
開
催

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」　　

強
化
週
間

　

相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　
（
０
１
２
０
）
０
０
７
局
１
１
０
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